
学校番号 3005 

令和３年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業(電気) 科目 電気基礎 単位数 ３単位 年次 

１年次 
(後期 

電気選択) 

使用教科書 「電気基礎 1 新訂版」(実教出版) 

副教材等 電気基礎実戦ノート（梅田出版） 

 

１担当者からメッセージ（学習方法等） 

照明器具、家電製品、パソコンなどの情報処理装置、発電装置などの電気装置が日常生活の中で

多く利用され、電気技術が深く関わっている。電気技術は古くから今日まで多くの人々の研究が

積み重ねられ、さまざまな分野で利用されてきた。「電気基礎１」では電気に関わる色々な現象

について学び、電気に関する知識・技術を身につけ、実際活用できるようにする。 

 

２学習の到達目標 

電気に関する基礎的な知識と技術を習得する。また習得した知識と技術を実際に活用できるようにする。 

 

３学習評価(評価基準と評価方法) 

観
点 

a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

基本的な電気現象

と、その現象が数式

により表現できること

に関心をもち、新しい

事柄に対して意欲的

に学習に取り組んで

いる。 

基本的な電気現象の

意味を考え、変化に対

する結果を電気に関す

る知識と技術を活用し

て考察し、導き出した

考えを的確に表現する

ことができる。 

基本的な電気現象を量

的に表現し、電気的諸

量の相互関係やそれら

を式の変形や計算によ

り適切に処理すること

ができる。 

基本的な電気現象、

電気現象を量的に取

り扱う方法、電気的

諸量の相互関係につ

いて原理・法則を理

解し、知識と技術を

身につけている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察、確

認テスト、ノート等 

学習状況の観察、確認

テスト、ノート、ワー

クシート等 

学習状況の観察、レポ

ート、確認テスト、ワ

ークシート等 

確認テスト、ノー

ト、定期考査の結果

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４学習の活動 

学
期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元(題材)の評価基準 評価方法 

a b c d 

後
期 

第
１
章 

直
流
回
路 

○直流回路の 

電流と電圧 

○電力と 

熱エネルギー 

 

○電気抵抗 

 

○電流の 

化学作用と電池 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

a:オームの法則・直流回路

の理論が理解できている。 

b: 電力と電力量の関係や

電流の発熱作用、ジュール

の法則を理解している。 

c: 電気抵抗の性質とし

て、抵抗率、導電率および

抵抗温度係数について理

解している。 

d: 電流の化学作用および

これを利用した電池の働

きを理解している 

学習状況

の観察 

ワークシ

ート 

ノート 

確認テス

ト 

定期考査

の結果等 

第
２
章 

電
流
と
磁
気 

○電流と磁界 

 

○磁界中の電流に

働く力 

 

○磁性体と 

磁気回路 

 

○電磁誘導と 

電磁エネルギー 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

a: 電流が流れると磁界が

生じ、磁界は磁力線や磁束

によって表されることを

理解している 

b: 磁極間に働く力の関係

をクーロンの法則により

理解している 

c: 磁性体の性質を理解

し、磁気回路を電気回路と

対応し理解している 

d: 電磁誘導による起電力

の発生の原理を理解して

いる 

学習状況

の観察 

ワークシ

ート 

ノート 

確認テス

ト 

定期考査

の結果等 

第
３
章 

静
電
気 

○電荷と電界 

 

○コンデンサ 

 

○絶縁破壊と 

放電現象 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

a:静電現象や電荷と電界

の関係などに関心をもち、

意欲的に学習に取り組ん

でいる。 

b:点電荷に働く力の関係

をクーロンの法則により

理解している。 

c: コンデンサの接続法に

よる合成静電容量を求め

ることができる 

d: 絶縁材料に加えた電圧

を増加していくと、絶縁破

壊現象が生じることを理

解している。 

学習状況

の観察 

ワークシ

ート 

ノート 

確認テス

ト 

定期考査

の結果等 

※表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 

c:技能       d:知識・理解 

※年間指導計画（例）作成上の留意点 

・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につい

て○を付けている。 


